


 

敷地概要 
敷地面積 約 30,000 ㎡ 
用途地域 商業地域を想定 
建ぺい率  ８０％ 
容 積 率 ４００～６００％ 
 

 計画の趣旨 
建物概要（床面積合計） 

Ｃ＝Ａ＋Ｂ 

庁舎床面積 Ａ 

（駐車場を除く） 
駐車場台数・面積 Ｂ 備   考 

建設案１ ○ 行政棟、議会棟、警察棟の
３棟を建設 

 

○ 敷地中央の駐車場棟の屋
上広場を、新駅舎（高架）

から通じる歩行者デッキと

接続 

 

○ 女神大橋への眺望を確保 
 

 

行政棟 

51,000 ㎡ → １９階建て 

 

 

議会棟 

  8,000 ㎡ →  ５階建て 

 

 

警察棟 

20,000 ㎡ → １１階建て 

 

駐車場棟 

  7,000 ㎡ →  ３階建て 

 

合 計 約 86,000 ㎡ 

行政棟 

 延べ面積 約 51,000 ㎡ 

 （建築面積 約 2,760 ㎡） 

 

議会棟 

 延べ面積 約 8,000 ㎡ 

 （建築面積 約 1,860 ㎡） 

 

警察棟 

 延べ面積 約 20,000 ㎡ 

 （建築面積 約 2,000 ㎡） 

 

 

 

計 約 79,000 ㎡ 

 

平面  ３００台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駐車場棟 

２７０台（7,000 ㎡） 

 

計 ５７０台（7,000 ㎡） 

 

○ 平成８年の懇談会提言等、
従来からイメージされてきた

３棟建設案 

○ 歩行者デッキから女神大橋
への眺望を確保できる 

● 地盤改良が必要 
 

建設案２ ○ 行政・議会棟と警察棟の２
棟を建設 

○ 行政・議会棟の建築面積
を小さくして高層化し、海へ

の眺望を確保 

○ 敷地中央の駐車場棟の屋
上広場を、新駅舎（高架）

から通じる歩行者デッキと

接続 

○ 女神大橋への眺望を確保 

行政・議会棟 

59,000 ㎡ → ２３階建て 

        

 

警察棟 

20,000 ㎡ → １１階建て 

 

駐車場棟 

  7,000 ㎡ → ３階建て 

 

合 計 約 86,000 ㎡ 

行政・議会棟 

 延べ面積 約 59,000 ㎡ 

 （建築面積 約 2,760 ㎡） 

 

警察棟 

 延べ面積 約 20,000 ㎡ 

 （建築面積 約 2,000 ㎡） 

 

 

 

    計 約 79,000 ㎡ 

 

平面  ３００台 

 

 

 

 

 

駐車場棟 

２７０台（7,000 ㎡） 

 

計 ５７０台（7,000 ㎡） 

 

○ 議会棟を合築し、工事費を
抑制することができる 

○ 歩行者デッキから女神大橋
への眺望を、最も広く確保

できる 

● 地盤改良が必要 
 

建設案３ ○ 行政・議会棟と警察棟の２
棟を建設 

○ 行政・議会棟の建築面積
を大きくして、高さを抑制 

○ 敷地中央の駐車場棟の屋
上広場を、新駅舎（高架）

から通じる歩行者デッキと

接続 

○ 女神大橋への眺望を確保 

行政・議会棟 

59,000 ㎡ → １１階建て 

        

 

警察棟 

20,000 ㎡ →  ６階建て 

 

駐車場棟 

  7,000 ㎡→ ３階建て 

 

合 計 約 86,000 ㎡ 

行政・議会棟 

 延べ面積 約 59,000 ㎡ 

 （建築面積 約 5,680 ㎡） 

 

警察棟 

 延べ面積 約 20,000 ㎡ 

 （建築面積 約 3,580 ㎡） 

 

 

 

    計 約 79,000 ㎡ 

 

平面  ３００台 

 

 

 

 

 

駐車場棟 

２７０台（7,000 ㎡） 

 

計 ５７０台（7,000 ㎡） 

 

○ 議会棟を合築し、工事費を
抑制することができる 

○ 建物の高さが最も低い 
○ 歩行者デッキから女神大橋
への眺望を確保できる 

● 敷地周辺からの眺望を遮る
● 地盤改良が必要 

計画条件 
○ 庁舎床面積は、第５回懇話会資料５を基にした概数とする 
○ 駐車場は、来客者用３００台（九州他県平均程度）、公用
車用等２７０台（現状程度）、計５７０台分とする 

 
延べ面積 行政部分：約 51,000 ㎡ 
     議会部分：約 8,000 ㎡ 
     警察部分：約 20,000 ㎡ 
       計  ：約 79,000 ㎡ 

（駐車場を除く） 

 

 
敷地の有効活用 
 
○ 広い敷地を活用して、柔軟な設計が
可能 

○ 新駅舎（高架）から、歩行者デッキと
屋上広場を通って庁舎への動線を確

保し、賑わいを創出することが可能 
○ 地下駐車場はつくらず、駐車場棟と
平面で駐車場を確保し、工事費を抑
制することが可能 

○ 耐震護岸・防災緑地が設置されてい
るため、災害時に海からの物資の運
搬が可能 

○ 容積率に余裕があるため、庁舎以外
の民間施設等の合築が可能 










